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国立民族学博物館の研究

【基幹研究プロジェクト】
人間文化研究機構は、人間文
化の新たな価値体系の創出を
めざして、国内外の研究機関
や地域社会等と組織的に連携
し、現代的諸課題の解明に資
する「基幹研究プロジェクト」
を推進します。機関拠点型・
広領域連携型・ネットワーク
型の 3つの類型から構成され、
本館でもそれぞれのプロジェ
クトに取り組んでいます。

【特別研究】
「現代文明と人類と未来―環
境・文化・人間」を統一テー
マとし、環境、食、文化衝突、
文化遺産、マイノリティ、人
口問題という課題にかんして、
それぞれ 3年の研究期間を設
定し、国際シンポジウムや欧
文での成果刊行を行い、研究
を実施していく。その作業を
通じて、現代文明を人類学的
な視座から再検証することを
目的とする。

【共同研究】
特定のテーマについて、公募
も含めて館内外の専門家を数
人から 20人程度集めて研究会
をひらき、2～ 3年の期間で成
果をあげる活動です。2017年
度には、10月から開始される
5件を含め 33件の共同研究プ
ロジェクトが組織されていま
す。

【基幹研究プロジェクト】
プロジェクト名 研究代表者 研究期間（年度）
　　機関拠点型プロジェクト／人類の文化資源に関するフォーラム型情報ミュージアムの構築
○開発型
アフリカ資料の多言語双方向データベースの構築 飯田　卓 2017-2020
民博が所蔵するアイヌ民族資料の形成と記録の再検討 齋藤玲子 2016-2019
台湾および周辺島嶼生態環境における物質文化の生態学的適応 野林厚志 2015-2018
北米先住民製民族誌資料の文化人類学的ドキュメンテーションと共有 伊藤敦規 2014-2017
○強化型
朝鮮半島関連の資料データベースの強化と国際的な接合に関する日米共同研究 太田心平 2017-2018
中東地域民衆文化資料コレクションを中心とするフォーラム型情報データベース 西尾哲夫 2017-2018
日本民族学会附属民族学博物館（保谷民博）資料の履歴に関する研究と成果公開 飯田　卓 2016-2017 
日本の文化展示場関連資料の情報公開プロジェクト 日髙真吾 2016-2017 
楽器に関するフォーラム型情報ミュージアムの構築 福岡正太 2016-2017 
中国地域の文化展示のフォーラム型情報ミュージアムの構築 横山廣子 2016-2017 
北米北方先住民の文化資源に関するデータベースの構築に関する研究 
―民博コレクションを中心に 岸上伸啓 2015-2017 
　　広領域連携型プロジェクト
文明社会における食の布置（「アジアにおけるエコヘルス研究の新展開」内のユニット） 野林厚志 2016-2021
日本列島における地域文化の再発見とその表象システムの構築（「日本列島における地域
社会変貌・災害からの地域文化の再構築」内のユニット） 日髙真吾 2016-2021
　　ネットワーク型プロジェクト
北東アジア地域研究 池谷和信 2016-2021
現代中東地域研究 西尾哲夫 2016-2021
南アジア地域研究 三尾　稔 2016-2021

【特別研究】
研究課題 研究代表者 研究期間（年度）
生物・文化的多様性の歴史生態学―希少動物・希少植物の利用と保護を中心に 池谷和信／

岸上伸啓 2016-2018
食料生産システムの文明論 野林厚志 2017-2019

【共同研究】 ●は館外の代表者
◎一般
研究課題 研究代表者 研究期間（年度）
　　課題１：文化人類学・民族学および関連諸分野を含む幅広い研究
ネオリベラリズムの中のモラリティ 田沼幸子 2017-2020 ●
人類学／民俗学の学知と国民国家の関係―20世紀前半のナショナリズムとインテリジェンス 中生勝美 2017-2020 ●
文化人類学を自然化する 中川　敏 2017-2020 ●
現代日本における「看取り文化」の再構築に関する人類学的研究 浮ヶ谷幸代 2016-2019 ●
もうひとつのドメスティケーション―家畜化と栽培化に関する人類学的研究 卯田宗平 2016-2018
捕鯨と環境倫理 岸上伸啓 2016-2019
会計学と人類学の融合 出口正之 2016-2018
音楽する身体間の相互作用を捉える―ミュージッキングの学際的研究 野澤豊一 2016-2019 ●
「障害」概念の再検討―触文化論に基づく「合理的配慮」の提案に向けて 廣瀬浩二郎 2016-2018
考古学の民族誌―考古学的知識の多様な形成・利用・変成過程の研究 ERTL, John 2015-2018 ●
医療者向け医療人類学教育の検討―保健医療福祉専門職との協働 飯田淳子 2015-2018 ●
確率的事象と不確実性の人類学―「リスク社会」化に抗する世界像の描出 市野澤潤平 2015-2018 ●
宇宙開発に関する文化人類学からの接近 岡田浩樹 2015-2018 ●
個－世界論―中東から広がる移動と遭遇のダイナミズム 齋藤　剛 2015-2018 ●
放射線影響をめぐる「当事者性」に関する学際的研究 中原聖乃 2015-2018 ●
応援の人類学―政治・スポーツ・ファン文化からみた利他性の比較民族誌 丹羽典生 2015-2018
グローバル化時代のサブスタンスの社会的布置に関する比較研究 松尾瑞穂 2015-2018
驚異と怪異―想像界の比較研究 山中由里子 2015-2018
現代「手芸」文化に関する研究 上羽陽子 2014-2017
政治的分類―被支配者の視点からエスニシティ・人種を再考する 太田好信 2014-2017 ●
呪術的実践＝知の現代的位相―他の諸実践＝知との関係性に着目して 川田牧人 2014-2017 ●
近世カトリックの世界宣教と文化順応 齋藤　晃 2014-2017
資源化される「歴史」―中国南部諸民族の分析から 長谷川清 2014-2017 ●
家族と社会の境界面の編成に関する人類学的研究 
―保育と介護の制度化／脱制度化を中心に 森　明子 2014-2017
　　課題 2：本館の所蔵する資料に関する研究
博物館における持続可能な資料管理および環境整備―保存科学の視点から 園田直子 2017-2020
世界のビーズをめぐる人類学的研究 池谷和信 2016-2017
物質文化から見るアフロ・ユーラシア沙漠社会の移動戦略に関する比較研究 縄田浩志 2016-2019 ●
チベット仏教古派及びポン教の護符に関する記述研究 長野泰彦 2015-2018
モノにみる近代日本の子どもの文化と社会の総合的研究 
―国立民族学博物館所蔵多田コレクションを中心に 是澤博昭 2014-2017 ●

◎若手
研究課題 研究代表者 研究期間（年度）
　　課題１：文化人類学・民族学および関連諸分野を含む幅広い研究
モノをとおしてみる現代の宗教的世界の諸相 八木百合子 2017-2019
消費からみた狩猟研究の新展開―野生獣肉の流通と食文化をめぐる応用人類学的研究 大石高典 2016-2018 ●
テクノロジー利用を伴う身体技法に関する学際的研究 平田晶子 2016-2018 ●
　　課題 2：本館の所蔵する資料に関する研究
高等教育機関を対象にした博物館資料の活用に関する研究 呉屋淳子 2015-2017 ●
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北東アジアのガラス玉の道―
アイヌのタマサイを中心に

日時：2017年 3月 25日（土）
場所：国立民族学博物館
主催： 人間文化研究機構基幹研究プロ

ジェクト 北東アジア地域研究国立
民族学博物館拠点

企画：池谷和信

わが国における先住民アイヌ（Ainu）の
人々によると、ガラス製の首飾り（タマサ
イ。シトキと呼ばれる金属板がつくことも
ある）は、13世紀から 14世紀にかけての
北海道内の考古遺跡から出土しており、「ア
イヌ文化期」の初期から重要な交易品だっ
たことがうかがえる。また、個々の玉では
ブルーの色が多く、それらの直径は 3cm以
上と世界的にみても大きく、経済的価値が
高い。アイヌの女性は、クマ祭りなどの儀
礼の際にタマサイを身につけていた。当時、
これらはアムール川流域からサハリンを経
由して北海道にもたらされたとされるが、
ガラス玉の生産地は、時代によって異なる
ことが指摘されてきた。さらに近年では、
ガラスの成分分析の研究も進み、その流通
ルートが明らかになりつつある。本公開研
究会では、「北海道におけるガラス材質の変
遷」「アイヌ文化のシトキの形成」「北方世
界のガラス玉の流通について」という 3つ
の発表を通して、アイヌ文化におけるガラ
ス玉利用の実際とその社会経済的な意味を
考えることがねらいである。これらをとお
して、北東アジアの人々やものの移動や交
流の実際について探ることができた。

国際シンポジウム
La Culture Populaire au 
Moyen-Orient: Approches 
Franco-Japonaises 
Croisées

日時：2017年3月27日（月）～28日（火）
場所： フランス社会科学高等研究院

（EHESS）、パリ
主催： 人間文化研究機構基幹研究プロ

ジェクト 現代中東地域研究国立民
族学博物館拠点、EHESS、Institut d’
études de l’Islam et des sociétés 
du monde musulman（IISMM）

企画： 西尾哲夫、齋藤剛（神戸大学）、フ
ランソワ・プイヨン（EHESS）

現代中東地域研究民博拠点は、人間文化
研究機構ネットワーク型基幹研究プロジェ
クト地域研究推進事業・現代中東地域研究
の中心拠点として他の 4 大学拠点とともに
大型国際共同研究を推進している。
今回、民博共同研究「個－世界論―中

東から広がる移動と遭遇のダイナミズム」
(代表・齋藤剛 )と連携して、個が世界を
紡ぎあげていく公共的コミュニケーショ
ン空間がグローバル化によって変容する
中で、個の有する他者観が社会的心性と
しての世界観との間でどのような相互作
用と相互変容を迎えてきたのかをテーマ
に、人間文化研究機構が学術協定を締結し
ているフランス社会科学高等研究院との
共同事業として国際シンポジウムを開催
した。このシンポジウムでは現代中東の民
衆文化に焦点をあて、既存の「民衆」概念
では等閑に付されてきた「民衆文化」の編
成とその資源としての活用という新たな
現象の生起と、それに伴う人々のアイデン
ティティー、社会関係の再編が中東世界に
おいて新たな文化の再編／創造をもたら
している状況について、フランス側からは
社会史的な視点、日本側からは民族誌的な
視点から議論をおこなった。

公開講演会
メソアメリカとアンデスの古代
文明と現在

日時：2017年 7月 1日（土）
場所：国立民族学博物館
主催： 科学研究費補助金新学術領域研究

「古代アメリカの比較文明論」（研
究代表者：青山和夫［茨城大学］）、
同研究 A04班「植民地時代から現
代の中南米の先住民文化」（研究代
表者：鈴木紀）

共催：国立民族学博物館

科研費・新学術
領域研究「古代ア
メリカの比較文明
論」（2014年度～
2018年度）の中
間的な研究成果を
公開するため、研
究を構成する 4班
の若手研究者が講
演を行った。
メソアメリカ考

古学分野では、福
原弘識（埼玉大学）
が、メキシコ中央
高原の古代都市テオティワカンの国家形成
過程を、住居址の変化から跡付けた。アン
デス考古学分野では、江田真毅（北海道大
学）がペルー南部のナスカ台地に描かれた
鳥類の地上絵を鳥類形態学の視点から分類
し、近隣の神殿遺跡から出土した鳥類の骨
や羽毛との異同を考察した。
環境史分野では、大森貴之（東京大学）が、

ワランゴ樹を手がかりに、年輪年代測定や
放射性炭素年代測定等の手法によってアン
デス地方の古環境を復元する方法を紹介し
た。文化人類学分野では、八木百合子（国
立民族学博物館）が、ペルーの古都クスコ
のキリスト教聖人像用の衣装を製作する刺
繍職人たちの間で、インカの太陽等の歴史
的モチーフのデザインが選ばれる理由を考
察した。
講演後、質疑応答が行われ、テオティワ

カンの人口増加を促した要因はなにか、ナ
スカの鳥の地上絵に足が描かれていること
の意味はなにか等、講演内容をさらに深め
る議論が展開した。

研究
情報

研究成果の公開─最近開催されたシンポジウム等から
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▪ シンポジウム等

◆ 手話通訳者のための「みんぱくで手話言語学を学ぼう！」2017
日時： 2017 年 6月 3日（土）、6月 10日（土）、7月 8日（土）、7月 22日（土）、7月 29日（土）、

8月 5日（土）
企画：日本財団助成手話言語学研究部門プロジェクト

◆ 公開講演会「メソアメリカとアンデスの古代文明と現在」
日時：2017 年 7月 1日（土）
企画：鈴木　紀　→詳細 30頁

◆ 《手話言語学関連》夏期集中講座「みんぱくで手話通訳士を目指そう！」
日時：2017 年 8月 11日（金・祝）、8月 12日（土）、8月 13日（日）
企画：日本財団助成手話言語学研究部門プロジェクト

◆  国際ワークショップ「博物館とディセンダントコミュニティおよびソースコミュニティとの協働―米
国ニューメキシコ州 Mimbres遺跡出土資料熟覧と遺跡実見を介したアート作品制作と展示計画」
日時：2017 年 8月 28日（月）～ 9月 2日（木）
主催： 人間文化研究機構基幹研究フォーラム型情報ミュージアムの構築「北米先住民製民族誌資料の

文化人類学的ドキュメンテーションと共有」
共催： ニューメキシコ州立大学附属博物館、科研費若手研究（A）「日本国内の民族学博物館資料を用

いた知の共有と継承に関する文化人類学的研究」（研究代表者・伊藤敦規）、科研費国際共同研
究加速基金「日本国内の民族学博物館資料を用いた知の共有と継承に関する文化人類学的研究」
（研究代表者・伊藤敦規）

協力：ジェロニモ・スプリングス博物館

◆ 一般公開国際シンポジウム「カナダ先住民の歴史と現状」
日時：2017 年 9月 9日（土）
共催：日本カナダ学会、国立民族学博物館

▪ 刊行物
Complete Texts of Umm Kulthūm’s Lyrics. 

Nobuo MIZUNO and Tetsuo NISHIO (eds.), Mar. 2017, Center for Modern Middle East Studies at 
the National Museum of Ethnology.

『東アジアで学ぶ文化人類学』 
上水流久彦・太田心平・尾崎孝宏・川口幸大編、2017 年 4月、昭和堂。

『ウメサオタダオが語る、梅棹忠夫―アーカイブズの山を登る』 
小長谷有紀著、2017 年 4月、ミネルヴァ書房。

『文化遺産と生きる』 
飯田卓編、2017 年 5月、臨川書店。

『文明史のなかの文化遺産』 
飯田卓編、2017 年 5月、臨川書店。

『なくなりそうな世界のことば』 
吉岡乾著・西淑イラスト、2017 年 8月、創元社。

NEWS

みんぱくのうごき


